
２０１９年ここまでできる
オンライン広告の徹底活⽤
オンライン広告の最新情報



オンライン広告市場

https://www.dentsu.co.jp/news/release/2020/0317-010029.html https://everyfine.e-tenki.co.jp/tips/9008/ https://jp.techcrunch.com/2020/04/15/2020-04-14-youtube-launches-a-free-diy-tool-for-businesses-in-need-of-short-video-ads/

TOPIX
①オンライン広告が急激に成⻑
②イベント関係に予算が集中
③動画広告がシェアを⾼める
④コモディティEC化率が⾼まる
⑤⾃動化が進むが⼈的部分が強調

https://service.plan-b.co.jp/blog/ad/20694/

イベント・展⽰会
キャンペーンサイト
ダイレクトメール
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⾃動最適化の機能アップデート
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⼊札調整の際に、考慮される様々なシグナル

機械学習を広告に活かすために、Googleでは3つのAをベースに進化をしている
・Audience（オーディエンス）
・Automation（⾃動化）
・Attribution（コンバージョンへの貢献）



⾃動最適化の機能アップデート

⾃動最適化の機能進化により、コンバージョン数最⼤化などの導⼊ハードルが下がる



機械学習を前提にした類似オーディエンス層への広告配信

検索広告においても、サイト訪問ユーザーを
リスト化していくことで、クエリだけでは拾いきれなかった
ユーザーに対してもアプローチ可能になる



広告フォーマットの進化

レスポンシブ広告の普及

ディスプレイ広告 検索広告

広告表⽰の際の、デバイス、プレースメント、検索クエリなどに応じて
予め登録しているアセットを⾃動的に組み合わせて、
成果につながるような広告配信を⾏う

・レスポンシブディスプレイ広告は、ディスプレイ広告の在庫の中でも
⾼い割合を占めるため、より低いコストでリーチできる可能性がある。
・CPAの改善にも効果が⾒込める
・レスポンシブ検索広告では、クエリに応じて最適なタイトルを
⾃動的に配信してくれる



広告フォーマットの進化

Yahoo広告のテキスト広告フォーマットもGoogleに準拠



BIツール DataBeatの紹介

無料で利⽤できるGoogleのデータポータルに対して、主要なデータソースとの連携をサポート

初期料⾦：無料
⽉額料⾦（税抜）
最低料⾦ 30,000円に加えて、下記の2パターンから選択
A.広告アカウント数による従量課⾦ 1アカウント 300円、 B.広告運⽤⾦額による従量課⾦広告運⽤⾦額× 0.3%

データポータルでは直接連携し
ていない、Yahoo広告や各種SNS
などとも、DataBeatを介して連
携できるのがポイント


